空き家等の適正管理に関する協定書
　滝沢市（以下「甲」という。）と、公益社団法人滝沢市シルバー人材センター（以下「乙」という。）と、滝沢市商工会（以下「丙」という。）は、空き家等が管理不全な状態となることを防止するため、次のとおり協定を締結する。
（目的）
第１条　この協定は、甲、乙及び丙が連携・協力し、市内の空き家等の適正管理の促進に取り組むことにより、良好な住環境を保全するとともに安全で安心なまちづくりの推進に寄与することを目的とする。
（定義）
第２条　この協定において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
（１）空き家等　市内に所在する建築物及びこれに附属する工作物で、常時無人の状態又はこれに類する状態にあるもの及びその敷地をいう。
（２）管理不全な状態　空き家等が周辺の建物や通行人等に悪影響を与えるおそれのある状態であるものをいい、以下のような状態をいう。
　（ア）建物が傾いている等倒壊のおそれのあるもの
（イ）屋根、壁等が飛散するおそれのあるもの
（ウ）屋根、壁等が木材等の燃えやすい材質、又は薪等の可燃物が放置されているもの
（エ）塀、擁壁等が敷地外の方向へ倒れるおそれのあるもの
（オ）鍵が施錠されていない、又はガラスの破損等により内部へ出入りが容易なもの
（カ）木、垣根などの植栽が敷地外へはみ出し、通行人等の支障になっているもの
（キ）その他周辺環境に悪影響を与えるおそれのあるもの
（３）所有者等　空き家等を所有し、又は管理する者をいう。
（甲が行う業務）
第３条　甲は、次の業務を行う。
（１）市広報、ホームページその他の広告媒体により、乙及び丙が行う空き家等管理業務のＰＲに努める。
（２）所有者等から空き家等の管理業務の相談を受けた場合は、乙及び丙の業務を紹介する。
（乙が行う業務）
第４条　乙は、空き家等について所有者等との契約の上、次の業務を行う。ただし、その業務内容については、乙が安全に業務を遂行できる範囲に限る。
（１）空き家等の見回り（目視点検）
（２）敷地内の草刈、除草及び清掃
（３）植木の剪定、伐採、雪囲い等
（４）前各号に掲げるもののほか、所有者等の要望による空き家等の一般管理
（丙が行う業務）
第５条　丙は、次の業務を行う。
（１）前条各号以外の空き家等の管理業務について、その業務に応じた会員を所有者等へ紹介する。
（契約）
第６条　乙又は丙の会員と所有者等が個別に協議し、契約を締結することとし、甲及び丙はその契約に関する一切の責めを負わない。
（有効期間）
第７条　この協定書の有効期限は、協定締結の日が属する年度の３月３１日までとする。ただし、期間満了の１か月前までに、甲、乙及び丙いずれからも書面による解除の申し出がないときは、満了の翌日から１年間継続することとし、以降も同様とする。
２　期間途中で協定を解除する場合は、解除の日の１か月前までに書面により申し出を行うものとする。
（秘密保持）
第８条　乙、丙及び丙の会員はこの業務を通じて知り得た個人情報を他に漏らしてはならない。
（協議）
第９条　この協定書に定めのない事項及びこの協定書に関して生じた疑義については、甲、乙及び丙協議の上定めるものとする。
この協定の成立を証するため、本協定書３通を作成し、甲、乙及び丙が署名押印の上、各１通を保有する。
　　　平成２８年１２月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　岩手県滝沢市中鵜飼５５番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢市長　　
　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　岩手県滝沢市中鵜飼５５番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人滝沢市シルバー人材センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　
　　　　　　　　　　　　　　　　丙　　岩手県滝沢市鵜飼御庭田９２番地３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢市商工会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　
